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評価実験対象動作評価実験対象動作

身振り認識システムの動作形態による分類身振り認識システムの動作形態による分類

マルチフレームレート制御による身振り認識の枠組マルチフレームレート制御による身振り認識の枠組

評価実験評価実験

提案手法に基づく身振り認識システムをパーソナルコンピュータ（Pentium IV 2.26GHz, 768MB 
OS: Linux)にＣ言語で実装し，評価実験を行った．評価実験における手順は以下の通りである:
①各動作群に対応した４個の認識プロセスを起動し，各動作群６種類の対象動作をプロト
コル学習（標準動作1回，類似動作1回）させる，②各認識プロセスの目標フレームレート
を設定し，選択制御を開始する，③認識対象動作を入力する、④共有メモリ領域に格納
された各認識プロセスの評価値を統合認識プロセスにて求める，⑤各動作について２０個
ずつ，合計１２０個のテストサンプルについて上記の手順③と手順④を繰り返し適用する．


